
ご利用者の皆様                          

2017 年 1 月 24 日  

 

一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構 

 

◆◆◆ 冷媒管理システムＲａＭＳ 追加機能のご紹介 ◆◆◆ 

 

 

日頃より冷媒管理システムＲａＭＳをご利用いただき、誠にありがとうございます。 

ＲａＭＳを更に使い易くするために、今回変更・追加した機能について簡単にご紹介します。 

 

● 回収したフロン類の破壊、再生処理をＲａＭＳの行程管理票を用いて依頼し、処理完了後に

充塡回収業者に対して交付された破壊、再生証明書を廃棄者・管理者に回付する際の回付ル

ートを見直しました。 

…機器廃棄時において取次者（引取受託者）が存在する場合の回付ルートが、フロン排出抑

制法第 59 条第 2 項第 3 号並びに同第 70 条第 2 項の規定と若干相違しておりましたため、

完全に一致させるために変更します。具体的には以下の通りです。 

（旧）充塡回収業者→取次者に回付→取次者が廃棄者（廃棄等実施者）に回付 

（新）充塡回収業者→直接廃棄者に回付（取次者への回付はしないが、取次者は閲覧可） 

尚、機器整備に伴って回収した冷媒の破壊、再生証明書の回付ルートは、従来通り整備者

（＝取次者）を経由して廃棄者に回付するものとします。 

 

● ログブックの機器管理番号を付番された機器について行程管理票を作成した際は、行程管

理票一覧にも機器管理番号を追加表示しました。 

 
 

 

● ログブックにて簡易点検記録を作成する際に、点検項目はログブックの第 1 表で選択され

た機器分類に従って自動表示されますが、「簡易点検フォーマット」で「その他」を選択す

ると自由に点検項目を設定できます。しかし次の記録を入力する際には再度「その他」を選

択しなければなりませんでしたが、今回の変更で前回「その他」を選択していれば次回の記

録入力時には前回の設定項目が自動表示されるように致しました。 



また「簡易点検フォーマット」で 1 表の分類とは別の分類の機器の点検項目を選択された

場合も同様で、次回入力時は前回選択したフォーマットが自動表示されます。 

   
  

● ログブック作成時に第２表下部欄外の「整備者あり」を選択すると整備者（＝取次者）の情

報入力欄が 1 社分表示されましたが、今回更に 1 社分欄を追加致しました。（下図の  ） 

 

● 整備者の情報を登録する際に、整備者の「整備担当者名」は必須入力項目としておりました

が、必須条件を外しました。（下図の  ） 

   
 

 



● ログブックの登録情報の CSV 出力において、閉鎖されたログブックは閉鎖済である旨を追

加表示致しました。 

  

 

－以上－ 


